
対象地区名（地区内集落名） 作成年月日
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（参考）中心経営体

現状の耕作面積

 820 a

ⅰ　うち後継者がいる農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者がいない農業者の耕作面積の合計

実質化された人・農地プラン

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

③地区内における70歳以上の農業者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

直近の更新年月日

R3.3.31

別紙１　参考様式

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

①地区内の耕地面積（a）

市町村名

御船町

中心経営体数 農地の引き受けの意向

820 a13人

（備考）

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　減反政策の影響により、今まで耕作を行っておらず、荒れてしまった農地について
は、今後減反政策が廃止されてもすぐに農地として再利用することは難しい。
　耕作者や圃場管理のための人員確保が難しい現状となっている。

　現在の営農規模を維持していくには営農組織の立上げなど、組織化を図ることを視
野に入れていく必要がある。
　また、今後の地域農業の方向性を明確なものとしていくためにも、行政組織等から
地域に適した制度、先進事例についての情報収集を積極的に行う。


